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令和４年 第８回宝塚市農業委員会 総会 

                         日時：令和４年８月１９日 

開会 午後２時００分 

○林会長 第２４期宝塚市農業委員会令和４年第８回の総会を開催します。本日は、

７番塚本委員と８番中西惠子委員が欠席ですが、会議に必要な過半数は出席しており

ますので、第８回総会は成立しています。 

本日の議事録署名委員は、３番阪上勝弥委員と４番山添委員にお願いします。事

務局長から諸般の御報告をお願いします。 

○事務局長 （諸般の報告） 

○林会長 何か御意見、質問等ありますか。無いようなので、議案審議に移ります。 

次に、報告は終わりましたので、本件につきまして何か御意見、御質問等ございます

か。 

 特にないようですので、議案審議に移りたいと思います。 

 議案第６９号 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集

積計画決定の件を議題といたします。 

 事務局から御説明願います。 

○事務局 １ページ目を御覧ください。 

 議案第６９号 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集

積計画決定の件。宝塚市長から、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定によ

り、農用地利用集積計画について意見を求められましたので、御審議願います。令和

４年８月１９日。宝塚市農業委員会会長 林五郎。 

 ２ページ目をお願いいたします 

 まず、農地の所在ですが、長谷字（地番）。地目は田。地積は８８３㎡です。それ

で、貸主の（氏名）さんから、公益社団法人ひょうご農林機構に貸出しまして、ひょ

うご農林機構を通じて、（氏名）さんが借りるという形になっております。期間は１

０年間です。金額はそこに書いてありますとおり、１万７，６６０円となっておりま

す。 

 位置図については、３ページ、御確認ください。 

 今回、（氏名）さんが新規就農者という形になりますので、簡単に御紹介だけさせ

ていただきます。 

 借りられる（氏名）さん、年齢５３歳で、御住所、（住所）の方です。それで、就

農に至るまでの経緯としましては、これまで家庭菜園をずっとされておられて、野菜

栽培の経験はあるとのことで、市街地に住んでいると土と触れ合う機会も少ないので、

地域の子供たちと作付、収穫、草刈りなど一緒に行いたいとおっしゃっていました。 

 就農に当たっては、（氏名）さんお一人ではちょっと農業経験が少ないので、農業

経験のある方と一緒に試行錯誤しながら頑張っていきますとのことです。 

 特に作った野菜を売る予定はなくて、自家消費用という形で利用したいということ

でおっしゃっておられました。 

 以上です。 

○林会長 ありがとうございました。説明は終わりました。 

 確認委員の御意見をお伺いしたいと思います。 

 嶽委員さん。 



－3－ 

○嶽委員 立会いしたときに御説明を受けたんですけど、本人さんは大変や、百姓を

なめてましたとおっしゃられていましたけど、する気はいっぱいあるということです

ので、問題ないと思います。 

○林会長 はい。ありがとうございます。 

 農業委員さん、推進委員さんで、本件につきまして何か御意見、御質問等はござい

ますか。 

 特にないようですので、採決いたします。 

 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画決定の件

について、決定することに賛成の農業委員は挙手を願います。 

（挙手） 

○林会長 ありがとうございます。 

 全員が賛成ですので、決定することといたします。 

 次に、議案第７０号 生産緑地に係る農業の主たる従事者証明願の件を議題といた

します。 

 事務局、御説明願います。 

○事務局 議案第７０号 生産緑地に係る農業の主たる従事者証明願の件。別紙のと

おり、生産緑地法第１０条の規定による「農業の主たる従事者」の証明願がありまし

たので、御審議願います。 

 ５ページ目御覧ください。今回は、１件ございます。 

 申請者の方が、（住所）の（氏名）さん。申請地ですが、全部で１１筆ありまして、

（地番）になっております。それで、全部で２，９４６㎡。耕作者は（氏名）さんで

す。証明する従事者は、（氏名）さんで、申請理由は、今回死亡によるものです。お

亡くなりになった日にちが、（個人情報）となっております。１１筆の詳細は、その

他の欄に記載しておりますので、御確認ください。 

 今回の証明願ですが、（氏名）様が所有されていた全ての生産緑地について申請が

挙がってきております。 

 遺産分割協議書も添付いただいておりました。 

 位置図については、６ページで御確認をお願いいたします。 

 以上です。 

○林会長 ありがとうございました。説明は終わりました。 

 本件の確認委員の御意見をいただきたいと思いますが、塚本委員さんが本日欠席で

すので、事務局の御意見をお伺いしたいと思います。 

○事務局 はい。特に問題ないと聞いております。 

○林会長 はい。ありがとうございます。 

 それでは、本件に際しまして、農業委員、推進委員さんで何か御意見、御質問等ご

ざいますか。 

 特にないようですので、採決いたしたいと思います。 

 生産緑地に係る農業の主たる従事者証明願の件について、証明することに賛成の農

業委員は挙手を願います。 

（挙手） 

○林会長 ありがとうございます。 

 全員が賛成ですので、証明することといたします。 

 次に、議案第７１号 農地法第４条第１項第８号の規定による届出の件を議題とい

たします。 

 事務局から御説明願います。 

○事務局 議案第７１号 農地法第４条第１項第８号の規定による届出の件。別紙の

とおり農地法第４条第１項第８号の規定による届出があったもののうち、専決処分を

保留したものについて御審議願います。 

 ８ページ目、お願いいたします。 

 本来であれば報告案件となりますが、隣地農地の同意書が確認できなかったなどの
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理由で、今回は議案として御審議いただければと思います。 

 １件ありまして、届出者が、（氏名）さん。（住所）。届出地が、山本丸橋３丁目

（地番）。地目は田。地積は５３８㎡となっております。転用目的が戸建住宅で、造

成期間が令和４年９月２０日から３０日間。建設期間が令和４年１２月１０日から９

０日間と聞いております。施設の概要は、今もところ未定です。 

 水利組合同意書は添付いただいておりましたが、隣地農地の同意書が取れなかった

ため、別紙として皆様に経緯説明書を添付しておりますので、また御確認をお願いい

たします。 

 位置図は、９ページになります。 

 １０ページに、概要を載せておりますので、併せて御確認をお願いいたします。 

 以上です。 

○林会長 ありがとうございました。 

 本件につきましては、議案第７１号ということで、別紙でこのようなものがついて

おりましたと思います。これも朗読していただいたと思いますので、ここら辺りも踏

まえた中で御判断願いたいと思います。 

 確認委員さんの御意見をお伺いしたいと思います。 

 阪上秀一委員さん。 

○阪上秀一委員 本件に関しましては、隣地の同意が得られていないので、経過は分

かるんですけれども、できれば議会のほうで御審議していただいたほうがありがたい

と思います。 

○林会長 はい。 

 本件に関しまして事務局から何か補足説明的なものがあれば、よろしくお願いしま

す。 

○事務局 はい。今委員さんから御説明あったこと、あと事務局のほうから説明させ

ていただいたとおりですが、若干重複するところもありますが、もう少し経緯のとこ

ろを詳しく説明させていただきたいと思います。 

 そもそもこの案件、本来であれば会長の専決事項ということで、総会の場では結果

の御報告だけをさせていただくべきところですが、説明させていただきましたとおり、

本来というか通常添付いただいています隣接農地の同意書の添付がないままで届出が

出されております。それで、隣接農地の同意書がないことで事務局といたしましては、

この農地の転用に伴って紛争が生じる恐れがある場合に該当するものとして、専決処

分の除外という取扱いをさせていただきましたので、御審議をいただきたいと思って

おります。 

 それで、地図を御覧いただきまして、９ページですが、斜線が入っています５０番

１号が当該の農地になります。 

 それで、本来であれば、隣接農地として（地番）と、（地番）、この２筆の所有者

の同意をいただいて届出をしていただくところになりますが、参考につけさせていた

だいております経緯書のとおりですけども、申請者が、２０２１年４月頃から再三に

わたって隣接農地の所有者のほうに説明及び調整をしたにもかかわらず、最終的に同

意を得ることができなかったということで、同意書の添付がないまま届出提出に至っ

たということです。 

 ただしですが、届出を提出いただく際に、結局本日の総会までにまだ日数があるの

で、引き続き隣接農地の所有者の方に説明に努めてくださいという旨を事務局として

はお伝えしておりまして、結果的に片一方、（地番）の所有者につきましては、今日

午前中ですが、同意書が市のほうに届いております。事務局に届きました。なので、

結果的に、（地番）、こちらの所有者の方の同意が取れていないという状況です。 

 それで、この（地番）ですが、経緯書にありますが、これまでは（地番）、当該の

届出の農地の中を通って、通らせていただいて農地へ出入りをしていた関係で、この

通路を引き続き利用させてほしいことを条件にされていたようです。ただ、こちら所
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有者が今後変わっていく可能性がある中で、申請者としてはお約束できませんという

ことで、どうしても調整に至らなかったようです。 

 それで、その部分についてですが、申請者の申出によると、地図でいいますと、正

方形のマークが（地番）の上にありますが、これ関西電力の鉄塔が建っておりまして、

こちらの敷地を通って少し上に住宅が並んでおります、（個人情報）さんのお宅の間

の隙間、ここにフェンスがありまして、こちらのフェンスを開けて農地へ通行するこ

とを関西電力のほうが承諾していると、既に鍵とかもお渡ししている状況で、こちら

を通って農地への出入りはできるというのが申請者側の主張になっております。 

 なので、営農条件に絶対的な支障が認められるとは言えない状況のところを御判断

いただきまして、御審議いただけたらと思いますですが、そもそも市街化区域内の農

地なので、農業委員会の許可要件ではなく、届出を受理する事務になってきますが、

農地法上でいきますと、転用にかかって、周辺の農地にかかる営農条件に支障を生ず

る恐れがあると認められる場合は許可してはいけないという規定があります。ただし、

先ほど申し上げたように、市街化区域内の農地なので、この許可の対象外、本来は対

象外ですが、例外的に対象外という取扱いを考慮しますと、もしこれが営農上支障が

あるようであれば、農業委員会として何らかの指導なり、意見なりを求めていくとこ

ろではあるかと考えます。 

 状況としては、ほかにも通路が確保されているということですので、ここを併せま

して御検討いただきたいと考えております。 

 以上です。 

○林会長 ありがとうございました。 

 詳細に事務局から御説明があったとおりでございます。 

 ここら辺り袋小路になってしまって入れないとかいうようなものであれば許可する

こともできないということですが、代替的に進入路があるという、また、そういうよ

うなことが認められているという中においては、やはり法令に遵守した中で御判断い

ただきたいと思います。 

 農業委員さん、推進委員さんで本件に関しまして何か御意見、御質問等ございます

か。 

 特にないようですので、採決いたしたいと思います。 

 農地法第４条第１項第８号の規定による届出の件について、受理することに賛成の

委員は挙手を願います。 

（挙手） 

○林会長 出席の中で２名は賛成とは言っていないわけですが、残りの委員さんは賛

成ということで挙手をいただきましたので、賛成が多いということで受理することと

いたしたいと思います。 

 次に、続いてですが、報告事項に移りたいと思います。農地法第４条第１項第８号

の規定による届出の件を報告いたします。 

 事務局から御説明願います。 

○事務局 失礼します。報告第８６号 農地法第４条第１項第８号の規定による届出

の件。別紙のとおり、農地法第４条第１項第８号の規定による届出があったもののう

ち、専決処分したものについて、報告します。令和４年８月１９日。宝塚市農業委員

会会長 林 五郎。 

 １２ページをお願いします。１件ございます。 

 届出者、（住所）。（氏名）さん、外３名。届出地、（地番）。地目、畑。地積、

１，１４０㎡。耕作者、（氏名）さん。転用目的、資材置場。造成期間、令和４年９

月１日から１０日間。建設施設はございません。 

 その他として、水利組合同意書。隣地農地はないため同意書は添付ありません。 

 始末書が添付されておりまして、一部無断で駐車場として利用していたため、今後

農地法を遵守するということが記載されていました。 



－6－ 

 届出者は４名おりまして、（住所）、（氏名）さん。（住所）、（氏名）さん。

（住所）、（氏名）さん。（住所）、（氏名）さん。 

 位置図につきましては、１３ページの斜線の部分。 

 計画は、１４ページです。 

 以上です。 

○林会長 ありがとうございました。 

 説明は終わりました。 

 確認委員さんの御意見をお伺いしたいと思います。 

 阪上勝弥委員さん。 

○阪上勝弥委員 はい。問題はありませんでした。 

○林会長 はい。ありがとうございます。 

 本件に関しまして、農業委員、推進委員さんで何か御意見、御質問等ございますか。 

 特に何もないようですので、報告第８７号については、相続税の納税猶予に関する

適格者証明の件を報告いたします。 

 事務局、説明願います。 

○事務局 お願いします。報告第８７号 相続税の納税猶予に関する適格者証明の件。

別紙のとおり、租税特別措置法第７０条の６第１項の規定の適用を受けるための適格

者であることを証明したので、報告します。 

 １６ページをお願いします。２件ございます。 

 １件目、相続人、（住所）、（氏名）さん。被相続人、（住所）、（氏名）さん。

相続年月日、令和３年１０月１５日。被相続人の所有面積、７３７㎡。 

 納税猶予農地につきましては、全部で１筆、（地番）。面積は３８６㎡。 

 確認委員は、今里委員。証明年月日は、令和４年７月４日。 

 登記はまだ終わっていませんでした。遺産分割協議書が添付されていまして、米谷

伴子さんに相続するという旨が記載されておりました。 

 位置図につきましては、１８ページの斜線の部分の１筆になります。 

 引き続きまして、２番。１７ページをお願いします。 

 相続人（住所）、（氏名）さん。被相続人、（住所）、（氏名）さん。相続年月日、

令和４年１月１４日。被相続人の所有面積、５，３０４㎡。 

 納税猶予農地につきましては、全てで６筆ございまして、（地番）外５筆。全て自

作地で、合計５，０１４．０８㎡。 

 確認委員は、阪上秀一委員。証明年月日は、令和４年７月２２日。 

 願出地につきましては、（地番）、田、８５８㎡のうち５６８．０８㎡。（地番）、

田、１，０３６㎡。（地番）、田、８０３㎡。（地番）、田、１，１８０㎡。（地

番）、田、６９４㎡。（地番）、田、７３３㎡。こちらにつきましては全て植木が植

わっておりました。 

 もともと贈与税の納税猶予をされていた方が贈与者がお亡くなりになり、相続税の

納税猶予に切り替わった事例でございます。 

 位置図につきましては、１９ページの斜線の部分になります。 

 以上です。 

○林会長 ありがとうございました。説明は終わりました。 

 先ほど中身でも出てきましたが、確認委員さんの御意見をお伺いしたいと思います。 

 １番の今里委員さん。 

○今里委員 問題ないと思います。 

○林会長 はい。ありがとうございます。 

 ２番の阪上秀一委員さん。 

○阪上秀一委員 問題ありません。 

○林会長 はい。ありがとうございます。 

 農業委員、推進委員さんで本件に関しまして何か御意見、御質問等ございますか。 
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 特にないようですので、最後に報告第８８号について、相続税の納税猶予に関する

引き続き農業経営を行っている旨の証明の件を報告いたします。 

 事務局から説明願います。 

○事務局 失礼します。報告第８８号 相続税の納税猶予に関する引き続き農業経営

を行っている旨の証明の件。別紙のとおり、租税特別措置法第７０条の６第１項の規

定の適用を受ける農地等に係る農業経営を引き続き行っていることを証明したので、

報告します。 

 ２１ページ、お願いします。今回、２件ございます。 

 １件目、申請人、（住所）、（氏名）さん。農業経営期間、令和元年７月６日から

令和４年７月２２日。耕作面積、１，０７６㎡。全てで３筆ございまして、（地番）

外２筆。全て自作地で、１，０７６㎡。証明年月日は、令和４年７月２２日です。 

 願出地につきましては、記載どおりで、位置図につきましては、２２ページの斜線

の部分になります。２２ページになります。 

 続きまして２番、申請人、（住所）、（氏名）さん。農業経営期間、令和元年７月

２０日から令和４年７月２７日。耕作面積３，６００㎡。納税猶予農地につきまして

は、全てで６筆ございまして、安倉中５丁目２２０番外５筆。全て自作地で、合計３，

６００㎡です。証明年月日は、令和４年７月２７日。 

 願出地につきましては、記載どおりであります。 

 位置図につきましては、２３ページから２５ページまでになります。 

 以上です。 

○林会長 はい。ありがとうございました。 

 報告は終わりました。 

 農業委員さん、推進委員さんで、本件につきまして何か御意見、御質問等ございま

すか。 

 特にないようですので、以上で、本日の議案３件、報告３件について、審議等は終

了させていただきます。 

 これをもちまして、令和４年第８回総会を閉会いたします。 

 

閉会 

  

以上、会議の内容を記載し、相違ないことを認証する 

 

１０番（会長）  林 五 郎 

 

 

３番       阪上 勝弥 

 

 

４番       山添 令子  

 

 


